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幼年消防隊、出動！

　10 月 17 日、北アルプス広域南部消防署で行われ

た園児防災教室で、２園の保育園児が放水体験をしま

した。本物の防火服とホースの重さにみんなびっくり。

でも協力し合い頑張って放水をしました（関連記事 

12 ページ）



▶受信機は、次の条件を満たす方に無料で貸与しています
　・池田町に住民票がある方は、住民票のある家屋１軒につき１台
　・池田町内で事業所を経営している場合は、１つの事業所につき１台
　※上記以外で貸与を希望される方は有料となります。

▶次の場合は受信機をお持ちのうえ、総務課総務係の窓口で手続きを　
　してください
　・池田町外に転出する場合
　・池田町内で住所を異動した場合
　・死亡や世帯合併等で、代表者または世帯の変更があった場合

▶附属の取扱説明書（ご使用のしおり）をよくお読みのうえお使いください
　・電池を交換しても放送が流れないなど、受信機の故障が疑われる場合はご連絡ください。
　・故意による受信機の毀損や廃棄などをされた時は、受信機の修理費用等を弁償していただく　
　　場合があります。

防災行政無線「戸別受信機」について
　町では、災害時の緊急情報や日常のお知らせなどを放送する「デジタル防災行政無線」の
整備を進めています。設置しました戸別受信機に関しましては、以下の点に十分ご理解頂
き、使用してください。

1 台

（写真は録音・放送を行う無線室）
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再生 /録音ランプが点滅した場合
新しい受信機は緊急放送などを自動的に録音します

　録音されると「録音 / 再生」箇所
のランプが赤く点滅します

　ランプを消したい場合は、録音された
放送を再生するか、消去してください。

　この状態でも、放送は通常どおり受信
することはできます。この部分のランプが赤く点灯

録音された放送を再生する場合

　
　
　再生ボタンを押すと放送が再生されます。
　複数件録音されている場合は、1件再生し
てもランプは点滅したままなので、録音件数
分、再生ボタンを押してください。
　全ての録音が再生されると、ランプは消え
ます。

録音された放送を
再生しないですべて消す場合

　再生ボタンと録音ボタンを同時に 2 秒
以上長押ししてください。

問い合せ先　総務課総務係　℡ 62-3131

防災行政無線「戸別受信機」は町からの貸与品です。

住所変更や返還などの手続きは忘れずに行いましょう。

この他の詳しい操作方法は付属の説明書
（ご使用のしおり）をご覧ください。
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マイマイガ対策について
　池田町でも大発生したマイマイガについて、来春の大量発生を未然に防ぐため、
防犯灯や家屋の壁等に産み付けられた卵塊を高圧洗浄で駆除する動力噴霧機の無料
貸し出しを行います。

　貸し出しを行う動力噴霧機は２機あります。（タンク容
量は 100 ℓまたは 300 ℓです）
　貸し出しを希望される場合は、住民課生活環境係：役場
２番窓口に申請書がありますので、記入の上ご利用くだ
さい。
　なお、次の点を守って利用するようにお願いします。

問い合せ・申し込み先　住民課生活環境係　℡ 62-2203

・運搬は利用者が行ってください。動力噴霧機等は、軽トラックの荷台に乗る大きさです。

・貸し出しと返却は、原則平日の役場開庁時間内にお願いします。

・必ず複数で作業にあたるようにし、ヘルメット・ゴーグル・マスク・手袋を着用し、襟

　元はタオルなどを巻いて防護するようにしてください。

・建物の 2 階は脚立等を使用し、至近距離から実施すると

　効果的です。

・卵塊を取り除くだけで孵化率は少なくなりますが、万全

を期す為、取り除いた卵塊を回収し可燃ごみとして処分

してください。

・貸し出し機械で農薬や殺虫剤散布等はしないでください。

・ごみ等の詰まりを防ぐため、水道水のみを使用してくだ

さい。

・電柱や電話柱に産み付けられた卵塊の除去については、関係会社へ駆除依頼をしてくだ

　さい。

・個人地や空家等における駆除は、所有者に承諾を得てから行ってください。

・水圧が強いため電線、壁や窓ガラス、庭木の破損には十分ご注意ください。なお、万が

　一破損した場合、町では責任を負えません。

広報いけだ 4



国民健康保険の
高額療養費制度改正のお知らせ

　１カ月の医療費の自己負担額が、一定額（自己負担限度額）を超えて高額となっ

た場合、その超えた分が国保から払い戻される制度です。70 歳未満の方と 70 歳

以上 75 歳未満の方では限度額が異なり、所得額によっても限度額が異なります。

　▶高額療養費の払い戻しの受け方
　①医療機関で支払ったあと、国保窓口（役場住民課）へ申請し、払い戻しを受け取る方法

　②事前に国保窓口で「限度額適用認定証」または ｢ 限度額適用・標準負担額減額認定証 ｣ の交

　　付を受け、医療機関の窓口へ提出することで、自己負担限度額までの支払いで済ませる方法

の 2 通りがあります。

問い合せ先　住民課医療係　℡ 62-2203

   高額療養費制度とは

　平成 27 年 1 月から 70 歳未満の方の高額療養費の自己負担限度額が、今までよりも所得要件が

細分化され、みなさんの所得に応じて柔軟な医療費の負担軽減が行われるよう改正されます。現

在「限度額適用認定証」または ｢ 限度額適用・標準負担額減額認定証 ｣ の交付を受けている方は、

有効期限が 12 月 31 日までとなっていますので、必要な方は改めて申請してください。

   平成 27 年 1 月から 70 歳未満の方の高額療養費が変わります

※同一医療機関等における自己負担では、上限額を超えない場合でも同じ
　月の複数の医療機関等における自己負担（70 歳未満の場合は同一医療
　機関で同じ月に 21,000 円以上であることが必要）を合算することがで
　きます。
※多数回該当とは、過去 12 ヵ月に、同じ世帯で高額医療費の支給が 4 回
　以上あった場合の、4 回目から適用される限度額です。

平成 26 年 12 月まで 平成 27 年 1 月から
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認
知
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
予
防
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　

国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー　

脳
神
経
科　

猪
原
匡
史
先
生

　
　
　
　

問　

高
齢
者
に
軽
度
貧
血
や
低
ア
ル
ブ
ミ

　

ン
の
方
が
多
い
が
、
貧
血
や
低
栄
養
は

　

認
知
症
に
関
係
す
る
の
で
す
か
？

答　

高
齢
者
な
ら
貧
血
に
関
し
て
ヘ
モ
グ

　

ロ
ビ
ン
が
８
な
ど
か
な
り
低
い
と
よ
く

　

な
い
が
、
11
く
ら
い
あ
れ
ば
大
丈
夫
。

　

ア
ル
ブ
ミ
ン
も
3.7
な
ら
大
丈
夫
で
す
。

問　

運
動
と
は
、
ど
の
程
度
や
れ
ば
い
い

　

の
で
す
か
？

答　

高
齢
者
な
ら
自
分
の
体
力
に
合
わ

せ
軽
く
汗
ば
む
程
度
の
軽
い
運
動

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
な
ど
）
を
１

日
に
15
分
程
度
で
結
構
で
す
。
壮
年
期

な
ど
の
若
い
方

は
１
日
１
万
歩

を
目
標
に
動
く

こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
過
度
に
負
担
を
か
け
る
運

動
は
か
え
っ
て
骨
折
し
た
り
膝
や
腰
を

痛
め
る
の
で
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

脳
の
拍
動
を
高
め
る
た
め
に
は
、
ど

　

う
し
た
ら
い
い
の
で
す
か
？　

心
拍
数

　

が
関
係
し
て
い
る
の
な
ら

　

い
つ
で
も
恋
を
す
る
よ
う

　

に
ド
キ
ド
キ
し
て
い
た
方

　

が
い
い
の
で
す
か
？

答　

知
的
な
活
動
機
会
を
増
や
し
、
刺
激

　

的
な
日
常
を
送
っ
て
も
ら
う
と
よ
い
と

　

い
う
こ
と
で
す
。

問　

認
知
症
の
方
が
天
気
が
悪
い
と
不
穏

　

状
態
に
な
っ
た
り
す
る
よ
う
で
す
が
、

　

血
圧
と
の
関
係
が
あ
る
の
で
す
か
？

答　

血
圧
と
い
う
よ
り
、
天
候
に
よ
っ
て

　

気
分
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
周

　

辺
症
状
が
出
や
す
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

問　

今
回
の
話
し
で
、
高
血
圧
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
は
わ
か
り
ま
し
た
。

私
は
低
血
圧
な
の
で
、
血
流
が
悪
く
な

り
そ
う
で
心
配
で
す
。
大
丈
夫
で
し
ょ

う
か
？

答　

低
血
圧
＝
脳
血
流
減
少
、
で
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。
低
血
圧
で
常
に
め
ま
い
が
起

　

こ
る
よ
う
な
ら
、
治
療
が
必
要
で
す
。

問　

片
頭
痛
と
認

　

知
症
の
関
係
が

　

あ
る
と
話
し
の

　

中
に
あ
り
ま
し

　

た
。
私
は
軽
い

　

片
頭
痛
と
言
わ
れ
、
治
療
は
し
て
い
な

　

い
の
で
す
が
、
や
は
り
治
療
を
し
た
方

　

が
い
い
で
し
ょ
う
か
？

答　

片
頭
痛
が
認
知
症
に
直
結
す
る
と
い

　

う
話
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
拍
動
」
の

　

話
し
と
少
し
混
同
さ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問　

血
圧
、
血
糖
等
遺
伝
も
あ
る
と
思
い

　

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
認
知
症
は
予
防
で

　

き
る
の
で
す
か
？

答　

１
０
０
％
予
防
で
き
る
と
い
う
方
法

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。
50
％
予
防
す
る
に
は

　

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？
と
い
う
の
が
、

　

今
回
の
お
話
し
で
す
。

問　

80
代
の
母
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
と
診

　

断
さ
れ
ま
し
た
。
血
圧
、
糖
尿
、
脂
質

　

異
常
等
血
管
を
痛
め
る
原
因
が
な
か
っ

　

た
の
に
、
な
ぜ
？

答　

血
管
を
痛
め
る
原
因
は
、
他
に
も
睡

　

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
、
腎
臓
病
、
不
整

　

脈
、
遺
伝
性
の
要
因
等
（
遺
伝
病
で
は

　

な
い
方
で
も
、ApoE

と
呼
ば
れ
る
遺
伝

　

子
な
ど
「
素
因
」
と
言
わ
れ
る
因
子
が

　

あ
る
）
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
三

　

大
生
活
習
慣
病
が
な
け
れ
ば
ア
ル
ツ
ハ

　

イ
マ
ー

　

病
に
な

　

ら
な
い

　

と
は
言

　

え
な
い

　

の
で
す
。

８
月
25
日
に
実
施
し
た
講
演
会
会
場
で
出
た
質
問
と
先
生
に
よ
る
回
答
で
す
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問
い
合
せ
先

　
　
　
　

福
祉
課
健
康
づ
く
り
係　

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
61
ー
５
０
０
０

問　

家
族
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
者
が
い

　

ま
す
。
私
自
身
は
飲
酒
・
喫
煙
を
何
十

　

年
も
前
に
止
め
ま
し
た
が
、
認
知
症
に

　

な
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

ア
ル
ツ
ハ
イ

　

マ
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
は
ど
う
す

　

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

答
　
ア
ル
ツ
ハ
イ

　

マ
ー
は
環
境
と

　

遺
伝
で
す
。
環

　

境
要
因
が
生
活

　

習
慣
病
で
、
飲

　

酒
・
喫
煙
も
含
み
ま
す
。
他
に
遺
伝
性

　

要
因
も
あ
り
ま
す
。

　
問
　
狭
心
症
で
ア
ス
ピ
リ
ン
内
服
中
で　

　

す
。
講
演
の
中
で
シ
ロ
ス
タ
ゾ
ー
ル
が

　

脳
の
血
流
を
良
く
し
て
認
知
症
を
予
防

　

す
る
と
聞
き
、
そ
ち
ら
の
方
が
良
い
の

　

で
は
と
思
い
ま
し
た
が
、
副
作
用
等
含

　

め
て
変
え
て
も
良
い
も
の
で
し
ょ
う
か
？ 

答
　
心
臓
疾
患
に
は
シ
ロ
ス
タ
ゾ
ー
ル
は

脈
が
速
く
な
る
こ

と
が
あ
る
た
め
積

極
的
に
は
お
勧
め

で
き
ま
せ
ん
。

問　

高
血
圧
、
糖
尿
病
等
内
服
を
続
け
る

　

こ
と
で
の
リ
ス
ク
（
副
作
用
）
も
あ
る

　

が
、
飲
み
続
け
て
治
療
す
る
こ
と
で
認

　

知
症
の
予
防
に
な
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

天
秤
に
か
け
て
ど
っ
ち
を
と
る
か
が
気

　

に
な
り
ま
す
。

答　

ま
ず
は
運
動
療
法
、
食
事
療
法
を
推

　

奨
す
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。
し
か
し
、

　

内
服
が
必
要
な
レ
ベ
ル
な
の
に
副
作
用

　

を
過
度
に
恐
れ
て
治
療
を
し
な
い
の
は

　

本
末
転
倒
で
す
。

問　

血
流
を
良
く
す
る
た
め
の
食
材
は
あ

　

り
ま
す
か
？　

あ
ま
り
に
も
多
い
情
報

　

量
の
中
、
正
確
な
情
報
が
ほ
し
い
の
で

　

す
が
。

答　

動
脈
硬
化
を
防
ぐ
、
と
い
う
意
味
で

　

は
、
減
塩
、
食
物
繊
維
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

　

ル
（
果
物
な
ど
）
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

　

地
中
海
食
の
一
例
を
挙
げ
た
の
は
そ
の

　

た
め
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
を
食
べ
れ

　

ば
動
脈
硬
化
が
防
げ
る
、
と
い
う
よ
う

　

な
食
べ
物
は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

　

食
生
活
を
し
、
減
塩
や
カ
ロ
リ
ー
過
多

　

に
気
を
つ
け
る
、
と
い
う
こ
と
に
尽
き

　

る
で
し
ょ
う
。

問　

テ
レ
ビ
で
血
管
の
健
康
を
保
つ
た
め

　

に
つ
ま
先
立
ち
上
げ
下
げ
と
コ
ー
ヒ
ー

　

３
杯
が
い
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

　

れ
は
な
ぜ
で
す
か
？　

何
か
日
常
で
の

心
が
け
る
こ

と
が
あ
れ
ば

実
行
し
た
い

の
で
す
が
、

こ
れ
を
す
る

と
良
い
と
い

う
こ
と
あ
り

ま
す
か
？

答　

コ
ー
ヒ
ー
に
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が

　

含
ま
れ
て
い
る
の
も
一
因
で
し
ょ
う
。

　

つ
ま
先
立
ち
上
げ
は
簡
易
な
運
動
と
い

　

う
こ
と
で
認
知
症
抑
制
と
関
連
が
あ
る

　

で
し
ょ
う
。

問　

血
圧
が
少
し
だ
け
高
い
の
で
す
が
、

　

医
者
で
薬
は
飲
ま
な
く
て
い
い
と
言
わ

　

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
回
の
話
し
で
は
、
そ
う
い
う

　

人
が
い
け
な
い
と
の
こ
と
な
の
で
、
ど

　

う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

答　

減
塩
、
運
動
と
い
っ
た
薬
以
外
で
も

　

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち

　

ら
を
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問　

精
神
安
定
剤
は
脳
の
拍
動
に
よ
く
な

　

い
の
で
す
か
？

答　

精
神
安
定
剤
は
抑
制
的
に
働
く
薬
な

　

の
で
、
飲
み
す
ぎ
は
よ
く
な
い
で
す
。
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雪
と
親
し
み
、
地
域
ぐ
る
み
で

除
雪
に
ご
協
力
を
！

　

町
で
は
、
今
冬
の
除
雪
計
画
を
次
の
と
お
り
作
成

し
ま
し
た
。

　

除
雪
の
方
法
は
、
町
内
の
除
雪
機
械
所
有
者
（
建

設
業
者
・
自
治
会
等
）
に
委
託
し
、
積
雪
量
に
よ
り

１
次
除
雪
～
４
次
除
雪
に
区
分
し
て
行
い
ま
す
。

　

除
雪
に
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
周
辺
等
で
き
る
範
囲
で
除
雪
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
豪
雪
時
（
積
雪
量
お
お
む
ね
40
㎝
以
上
）

の
場
合
は
、
池
田
町
豪
雪
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

い
て
除
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
、
各
地
区
防
災
会
長

さ
ん
と
連
携
し
除
雪
を
し
ま
す
。

平
成
26
年
度 

池
田
町
主
要
道
路
除
雪
計
画

１　

目
的

　

町
内
の
主
要
な
道
路
の
除
雪
を
行
い
、
車
両
等
の

運
行
を
確
保
し
て
町
民
の
生
活
の
安
定
に
努
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

２　

除
雪
基
準

　

積
雪
量
が
お
お
む
ね
10
㎝
以
上
に
な
っ
た
時
点
を

目
安
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
池
田
町
か
ら
委
託
を
受

け
た
除
雪
委
託
契
約
者
が
出
動
し
、
除
雪
し
ま
す
。

　

な
お
、
豪
雪
の
場
合
は
、
除
雪
対
策
本
部
を
設
置

し
、
町
民
総
参
加
に
よ
り
除
雪
し
ま
す
。

３　

除
雪
方
法
お
よ
び
除
雪
路
線

　

除
雪
方
法
は
、
１
次
除
雪
か
ら
４
次
除
雪
に
区
分

し
て
行
い
ま
す
。

【
１
次
除
雪
】

・
積
雪
量
お
お
む
ね
10
㎝
以
上
20
㎝
未
満

　

町
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
主
要
な
道
路
を
除
雪

委
託
契
約
者
に
よ
り
除
雪
し
ま
す
。

【
２
次
除
雪
】

・
積
雪
量
20
㎝
以
上
40
㎝
未
満

　

１
次
除
雪
の
道
路
に
加
え
て
、
町
が
指
定
し
た
道

路
を
除
雪
委
託
契
約
者
に
よ
り
除
雪
し
ま
す
。

【
３
次
除
雪
】

・
積
雪
量
40
㎝
以
上

　

町
長
を
本
部
長
と
す
る
除
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
、

町
内
に
あ
る
除
雪
機
械
を
フ
ル
活
用
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
総
出
に
よ
り
除
雪
し
ま
す
。

【
４
次
除
雪
】

・
積
雪
量
が
多
く
３
次
除
雪
に
支
障
を
き
た
す
場
合

　

除
雪
対
策
本
部
会
議
で
排
雪
路
線
及
び
排
雪
の
時

期
等
を
決
定
し
、
関
係
者
の
協
力
の
も
と
排
雪
除
雪

し
ま
す
。

広報いけだ 8



除雪作業にご協力を！
１　道路除雪作業で各戸の玄関先に残った雪の除去について
　　除雪作業は、道路上の雪を道路端に寄せる作業です。どうしても各戸の入口に雪が残ってしま
　います。寄せられた雪については、除雪車が通った後、各戸での除雪をお願いします。
　　また、ゴミステーションやバス停、歩道や交差点等の除雪にもご協力ください。

２　道路への雪出しをしないでください
　　道路への雪出しは県条例で禁止されています。道路に出された雪は、圧雪され凸凹状態になり
　事故を誘発しますので絶対にやめてください。

３　公共施設の駐車場や路上へ駐車をしないでください
　　公共施設は道路同様に除雪を行いますので、駐車しないでください。
　　路上駐車は、除雪作業のさまたげになります。

４　水路への雪捨てをしないでください
　　水路に雪を流すと、下流で詰まり水があふれる原因になりますので絶対にやめてください。
　　（当町の水路は多雪地区にみられる「流雪溝」の構造にはなっていません）

５　雪捨場には雪以外のものを持ち込まないようにしてください
　　雪と一緒に土砂やゴミなどを持ち込まないようにしてください。

　■早朝など気温の低い時の雪かきは、心臓病や高血圧の方には大変な負担と
       なります。無理をせず事故のないよう注意しましょう。 

４　

雪
捨
場

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的

な
排
雪
に
備
え
て
雪
捨
場
を

確
保
し
ま
す
。

①
「
ア
ル
プ
ス
広
場
」

　

サ
ッ
カ
ー
場
南
（
安
曇
総

　

合
病
院
西
河
川
敷
）

②
「
あ
づ
み
野
広
場
」
（
内
鎌
地
区
安
曇
養
護
学
校

　

南
西
河
川
敷
）

　

利
用
の
際
は
雪
を
奥
の
方
か
ら
置
い
て
く
だ
さ
い
。

※
町
内
を
通
過
す
る
県
道
４
路
線
は
、
大
町
建
設
事

　

務
所
の
委
託
業
者
が
除
雪
し
ま
す
。

　

・
主
要
地
方
道
大
町
明
科
線

　

・
県
道
上
生
坂
信
濃
松
川
停
車
場
線

　

・
県
道
原
木
戸
安
曇
追
分
停
車
場
線

　

・
県
道
宇
留
賀
池
田
線

※
高
瀬
川
大
橋
（
池
田
～
松
川
）
と
高
瀬
橋
（
池
田

　

～
穂
高
）
の
歩
道
は
凍
結
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

　

関
係
機
関
と
連
携
の
う
え
、
町
か
ら
委
託
を
受
け

　

た
業
者
が
除
雪
し
ま
す
。

案内看板

問
い
合
せ
先

・
除
雪
に
関
す
る
こ
と
：
建
設
水
道
課　

℡
62
‐
３
１
３
０

・
除
雪
対
策
本
部　
　

：
総
務
課　
　
　

℡
62
‐
３
１
３
１
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Vol.69

ソ
ー
ラ
ー
バ
イ
ク
レ
ー
ス
２
０
１
４
in 

浜
松　

結
果
報
告

機
械
工
学
部
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
班

　

機
工
部
で
は
、
毎
年
ソ
ー
ラ
ー
バ
イ
ク
レ
ー
ス
in
浜
松
に
出
場

す
る
た
め
に
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
製
作
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
部

員
は
１
年
４
人
、
２
年
８
人
、
３
年
３
人
の
計
15
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
１
年
生
も
加
入
し
、
本
年
度
ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト

で
製
作
を
行
う
か
を
考
え
る
の
が
一
番
大
変
な
作
業
で
す
。

　

今
年
は
９
月
20
日
、
21
日
に
浜
松
市
オ
ー
ト
レ
ー
ス
場
で
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
内
容
は
、
６
時
間
耐
久
レ
ー
ス
、
ス
プ

リ
ン
ト
レ
ー
ス
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
の
３

種
目
（
二
輪
部
門
、
三
輪
部
門
そ
れ
ぞ
れ
に
存
在
）
で
行
わ
れ
、

こ
れ
ら
の
総
合
成
績
で
順
位
が
決
ま
り
ま
す
。

　

今
回
は
記
念
す
べ
き
10
回
目
の
大
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
池
工
で
は
三
輪
部
門
に

２
台
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
１
台
が
完
走
（
三
輪
部
門
総
合
２
位
）
、
も
う
１
台

は
残
り
30
分
で
走
行
不
能
（
三
輪
部
門
総
合
５
位
）
と
な
り
ま
し

た
。
改
め
て
６
時
間
走
り
切
る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
す
る
レ
ー

ス
で
し
た
が
、
よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
経
験
を
活
か
し
、
来
年
に
向
け
て
、
時
間
を
効
率
よ
く

使
っ
て
し
っ
か
り
準
備
す
る
こ
と
と
、
マ
シ
ン
の
更
な
る
改
良
を

行
う
こ
と
に
よ
り
後
悔
の
な
い
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

２
０
１
４
ま
つ
も
と
広
域
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
に
出
展

建
築
科　

伊
藤　

満

　

７
月
26
日
、
27
日
、
松
本
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
於
い
て
「
学
び

た
い
！　

知
り
た
い
！　

体
験
し
た
い
！　

も
の
づ
く
り
の
魅

力
！　

２
０
１
４
ま
つ
も
と
広
域
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
」
が
開
催

さ
れ
、
池
田
工
業
高
校
３
科
の
生
徒
と
職
員
25
人
が
２
日
間
に
わ

た
り
出
展
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
出
展
は
31
企
業
・
団
体
で
、
来
場
者
は
述
べ
１
２
，

８
０
４
名
と
の
こ
と
で
し
た
。
本
校
の
出
展
は
、
電
気
・
情
報
シ

ス
テ
ム
科
の
『
電
子
工
作
「
脳
ト
レ
」
ゲ
ー
ム
を
作
ろ
う
』
、
建

築
科
の
『
プ
ラ
板
で
「
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
を
作
ろ
う
』
、
機
械
科
の

『
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み
立
て
よ
う
』
、『
電

子
ロ
ボ
と
遊
ぼ
う
』
の
４
テ
ー
マ
で
し
た
。
お
客
さ
ん
は
小
学
生

以
下
の
子
ど
も
た
ち
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
が
、
本
校

の
生
徒
は
優
し
く
上
手
に

説
明
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
27
日
に
は
、

昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い

る
「
こ
ま
対
戦
」
に
も
機

械
科
の
生
徒
が
参
戦
し
ま

し
た
。

　

写
真
は
、
電
気
・
情
報

シ
ス
テ
ム
科
の
電
子
工
作

の
様
子
で
す
。
中
央
左
に

写
っ
て
い
る
マ
ス
コ
ッ
ト

は
第
52
回
池
工
祭
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
「
て
る
て
る
5ゴ

ー
ズ2

」
と

言
い
ま
す
。
こ
の
「
ま
つ
も
と
広
域
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
で
デ

ビ
ュ
ー
し
、
８
月
の
「
い
け
だ
ま
ち
て
る
て
る
坊
主
ア
ー
ト
展
」

「
池
工
祭
」
、
10
月
に
行
わ
れ
た
「
池
田
町
農
業
祭
・
病
院
祭
」

な
ど
で
活
躍
し
ま
し
た
。

生
徒
生
活
体
験
発
表
大
会

定
時
制　

川
上
佳
明　

　　

９
月
18
日
に
『
中
信
地
区
定
時
制
通
信
制
生
活
体
験
発
表
大

会
』
が
松
本
市
あ
が
た
の
森
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
各
校
の
代

表
８
名
が
、
生
活
体
験
を
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
本
校
か
ら

は
２
年
生
の
宇
留
賀
翔
君
が
出
場
し
「
高
校
生
活
を
振
り
返
っ

て
」
と
い
う
題
名
で
、
自
分
の
過
去
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の

夢
や
希
望
を
堂
々
と
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
結
果
は
優
秀
賞
を

受
賞
し
、
県
大
会
へ
の

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し

た
。
県
大
会
は
10
月
11

日
に
松
本
市
浅
間
温
泉

文
化
ホ
ー
ル
で
、
宇
留

賀
君
も
含
め
各
地
区
の

代
表
10
名
が
出
場
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

大
会
と
も
な
る
と
そ
の

雰
囲
気
も
独
特
で
、
生

徒
た
ち
は
緊
張
を
隠
せ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
さ

す
が
に
各
地
区
の
予
選
を
通
過
し
て
き
た
だ
け
あ
っ
て
、
レ
ベ
ル

も
高
く
、
そ
の
発
表
に
聴
衆
の
皆
さ
ん
も
感
動
さ
れ
、
勇
気
と
元

気
を
も
ら
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
宇
留
賀
君
は
優
良
賞
で
し
た
が
、
こ
の
貴
重
な

体
験
は
、
こ
れ
か
ら
先
の
人
生
の
中
で
必
ず
大
き
な
自
信
と
財
産

に
な
っ
て
い
く
こ
と
と
信
じ
て
い
ま
す

いずれの展示も 12月 14日（日）までです。
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第二回安曇野お宝美術工芸展
　

時代や環境が変わっても永く大切

にしたいもの…。

　それは歴史や文化を語る上で欠かせ

ない文化財や美術工芸品はもちろん、

個人の思い出が詰まった品もまた「大

切なもの＝お宝」です。

　家に代々受け継がれる品、子どもの

頃から集めた品やコレクション等、普

段目にすることのない個人所有の貴重

な作品を、この機会にご覧ください。

池田・生坂児童生徒作品展

　池田町、生坂村の児

童生徒作品が持つ、

瑞々しい豊かな感性

の魅力を紹介する毎

年恒例の展覧会。

　この時期の伸びや

かな感性ならではの

表現に着眼し、美術

館という立場から付した解釈も、合わせてお楽しみく

ださい。

写真の日記念写真展２０１４長野展

　本展は「東京写真月間」事業の一環として、感動発信、感動共有をキャッチフレー

ズに掲げ、毎年開催している公募展です。当館においても、恒例の長野展として親し

まれています。

　写す側が「何に感動し、何を伝えようとしてシャッターを切ったのか」という視点

により選ばれた力作を、ご覧ください。

いずれの展示も 12月 14日（日）までです。

髙山完「冬の銀閣」

昨年の出品作品

問い合せ先　北アルプス展望美術館　℡ 62-6600

問い合せ先　総務課町づくり推進係
℡ 62-3129

「日本で最も美しい村」連合には 55 地域が加盟しています。その一部をご紹介します。

鳥取県　智
ち

頭
づ

町
ちょう

　㊲
　「みどりの風が吹く疎開のまち」智頭町は、

鳥取県の東南に位置し、西と東は岡山県に接し

ています。周囲は 1,000 ｍ級の中国山脈の山々

が連なり、その山峡を縫うように流れる川が合

流し、千代川となり、日本海に注いでいます。

　その昔から、長い歳月を経て、あの鳥取砂丘

の砂を育んだ源流のまちです。まちの総面積の

９割以上が山林で、スギをはじめとする見渡すかぎりの緑が一面に広がります。智頭林業の植樹の歴史は、350 年以

上といわれ、町内には「慶長杉」と呼ばれる樹齢 300 年以上の人工林が残り、吉野・北山に並ぶ歴史ある林業地として、

全国的にも高い評価を受けています。また江戸時代から県内最大の宿場町として栄え、藩主の止宿の場所である御茶屋

の他、奉行所や制札場が置かれていました。往時の歴史と文化を色濃く残し、遙か昔に刻まれた時間がみどりの風とと

もに語りかけ、人々をどこか懐かしくさせるまちです。

環境大臣賞
「輝く万華鏡」小川敏枝

広報いけだ 11



おらが部隊の
ナンバーワン

第 4 分団 1 部　

　消防団活動に対する町の皆様のご理解とご協力に感謝申し上げます。
　私たち第４分団１部は、風光明媚な渋田見地区の部隊です。池田町の豊かな自
然と、町の皆様のかけがえのない生命と財産を守るため、日々防災活動に努めて
います。
　さて、若者の消防団離れと言われている昨今ですが、第４分団１部も例外では
なく、20 歳代の団員が絶滅し、ナイスミドルなオーバーサーティーばかりで高齢
化が進んでいます。
　血気溢れる若いそこの YOU ！　消防やっちゃいな YO!!　
　私たちと一緒に、この池田町を守っていきましょう !!
　新規入団を心よりお待ちしています。
　最後に、寒い時期になり、火気を使用する機会が多くなります。乾燥する日も増えますので、火の元には十分
気をつけていただくようお願いいたします。

第 4 分団 1 部の紹介

▶ 推薦人：伊藤　正幸（43 歳）
　第４分団１部のエースを紹介します。
　真治君は、入団当初から消防行事には積極的に参加し
てくれて、また実際の火事、災害等にも真っ先に駆けつ
ける、消防魂の固まりが服を着ているような人物です。
　いずれ第４分団１部を背負い立つ男ですので、これか
らも体に気をつけて頑張ってほしいと思います。

▶ 本人コメント

　
紹介の通り、消防魂の化身である私の消防に対する想

いは膨大なため、俳句で表現してみました。

　守るべし町の灯りとカエデの葉

解説・地域住民の生活と池田町の自然、そしてカエデの
　　　葉の様な小さな手の子どもたちの未来を守るのが
　　　消防団である。

丸山　真治（33 歳）渋田見

池田町消防団報 Vol.19

～私たちが頑張っています～

　担当地区：渋田見
　団員数：23 人（うちラッパ 2 人、救護 2 人、バイク隊 1 人）主な装備：ポンプ車 1 台

分 団 紹 介

副分団長　小林　博幸

広報いけだ 12



☆開館時間 火・・・・・・午後    1 時 ~ 午後 6 時
 水・木・金・・午前 10 時 ~ 午後 6 時
   土・日・・・・午前 10 時 ~ 午後 5 時
☆ 12 月の休館日　　　　１．８．15．22．28 ～ 31 日

（28 日から 1 月 3 日まで年末年始休館です）

その他の新着書
化
けとう

土 記　　　　　　　　　 北 原 亞 以 子
親鸞　完結篇　　　　　 　　五木寛之
死 に 支 度　　　　　　　　 瀬 戸 内 寂 聴
売国　　　　　　　　　　　　　真山仁
遥かな道　　　　　　　　  　津村節子
麹町二婆二娘孫一人　　　 　中沢けい
現調　　　　　　　　　　　　遠藤武文
かわいいクッキー　　　　   　本橋雅人
キリンのひみつ　　　　　　池田菜津実

ゆうぐれ　　　　ユリ・シュルヴィッツ 
かぎ針で編むかわいい編み物　　　　　
　　　　　　　　　　　　　遠藤ひろみ
ゴースト・スナイパー　　　　　　　　　
　　　　　　　ジェフリー・ディーヴァー
どうぶつたいじゅうそくてい　　高畠純
ムーン・ジャンパー　　　　　　　　　　
　　　　　　　　モーリス・センダック
あしたあさってしあさって　　　　　　
　　　　　　　　　　　もりやまみやこ

サンタクロースと
あったよる
クレメント・クラーク・

ムーア 詩
ホリー・ホビー 絵

二宮 由紀子 訳
（BL 出版）

　クリスマス・イヴ。子
どもたちはあたたかな毛布の中でお菓子の夢を見て
いる…。世界中で愛される名詩をもとにした絵本。

大原御幸
‐帯に生きた家族の物語‐

林 真理子 著
( 講談社 )

　戦後の京都。着物黄金時代
に考案した帯が飛ぶように売
れ、天才と呼ばれた男がいた。
　その娘が７４歳になって初
めて、偉大な存在だった父に
ついて語る。

マララ
‐教育のために立ち上がり、
世界を変えた少女‐

マララ・ユスフザイ 著
パトリシア・マコーミック 著

道傳 愛子 訳
（岩崎書店）

　2014 年度、史上最年少で
ノーベル平和賞を受賞した少
女マララさんの手記。

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

☆クリスマスのおはなし会開催☆
日時：12 月 21 日 ( 日 )10:30 ～　会場：2 階児童図書室
出演：あいそめぼんばーのみなさん　参加費：無料

ご家族で楽しめます。どうぞおでかけください。

☆祝日特別開館のお知らせ☆
月日：12 月 23 日 ( 火 ) ※祝日 　開館時間：10 時から 5 時まで

お正月に読む本を借りるチャンスです。

☆年末年始の開館情報☆
12 月 27 日 ( 土 ) 開館 10 時～５時まで /12 月 28 日 ( 日 ) ～ 1 月 3

日 ( 土 ) 年末年始休館 /1 月 4 日 ( 日 ) 開館 10 時～５時まで

愛情点検で快適な冬を
　電気毛布・電気ミニマット・電気カーペット等で、長年の使用による経年劣化が原因となった火災事故が起きてい
ます。事故を未然に防ぐため、日頃から製品とその周辺のチェックを行いましょう。

電気毛布・電気ミニマット・電気カーペット　こんなことをチェックしてください

少しでもおかしいと思ったら使用を中止してください

　発煙、発火、こげの原因になる恐れがあり、大変危険です。

電源を切り、コンセントから電源プラグを抜いて、販売店また

はメーカーのお問い合せ先に相談をしてください。
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◆
活
動
の
窓
◆

　

新
池
田
学
問
所
に
つ
い
て
、
公
民
館

で
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
た
各
種
講
座
の

レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し
ま
す
。

■
い
け
だ
学
び
塾　

８
月
21
日

　

今
回
の
塾
で
は
「
池
田
町
の
史
跡
め

ぐ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

改
築
さ
れ
た
池
田
八
幡
神
社
で
は
、

普
段
な
か
な
か
入
れ
な
い
社
殿
や
倉
庫

を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な

建
物
や
絵
馬
は
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま

し
た
。

　

続
く
広
津
で
は
県
宝
毘
沙
門
天
立
像

を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
安
時
代
の
作
と
い
う
歴
史
あ
る
像

は
、
当
時
の
彫
刻
技
術
の
高
さ
と
、

代
々
こ
の
地
で
大
切
に
さ
れ
て
き
た
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
同
じ
広
津
に
あ
る
百
体
観
音

の
見
学
を
し
ま
し
た
。
車
を
降
り
て
し

ば
ら
く
歩
い
た
と
こ
ろ
に
所
狭
し
と
置

か
れ
た
観
音
様
は
そ
の
数
が
圧
巻
で
、

地
域
を
守
っ
て
き
た
こ
と
が
思
い
浮
か

ば
れ
ま
す
。

　

町
内
に
は
数
々
の
史
跡
が
あ
り
、
今

回
そ
の
一
部
を
拝
見
し
ま
し
た
。
身
近

な
所
に
あ
る
貴
重
な
品
々
を
あ
ら
た
め

て
見
て
み
る
と
、
池
田
町
の
歴
史
や
文

化
の
奥
深
さ
が
分
か
り
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
も
散
策
が
て
ら
見
学
す
る
の
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ガ
イ
ド
マ
ス
タ
ー
の
有
川
劭
さ
ん
と

青
木
正
行
さ
ん
に
は
大
変
わ
か
り
や
す

い
説
明
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
み
の
り
塾　

10
月
１
日

「
秋
の
大
北
再
発
見
・
身
近
な
施
設
を

見
直
そ
う
」
と
題
し
て
松
川
村
と
大
町

市
の
施
設
を
探
訪
し
ま
し
た
。

　

ち
ひ
ろ
美
術
館
で
は
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
し
て
い
た
だ
き
、
ち
ひ
ろ
の
世

界
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

新
装
と
な
っ
た
山
岳
博
物
館
で
は
大

パ
ノ
ラ
マ
の
景
色
を
堪
能
し
、
山
無
く

し
て
こ
の
地
を
語
れ
な
い
こ
と
を
再
認

識
し
ま
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
博
物
館
で
は
薪
バ
ス
に

乗
車
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
楽
し
み
ま

し
た
。
「
昔
の
バ
ス
は
こ
う
だ
っ
た
か

な
ぁ
」
と
思
い
つ
つ
、
薪
を
燃
焼
さ
せ

る
装
置
が
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
大
町
で

造
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
驚
き
ま

し
た
。

　

最
後
に
劇
団
四
季
資
料
館
を
訪
れ
ま

し
た
。
全
国
で
開
催
さ
れ
て
い
る
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
セ
ッ
ト
が
こ
ち
ら
を
起
点
に

運
搬
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
大
町
に
こ

の
施
設
が
あ
る
こ
と
は
意
外
に
知
ら
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
、
こ
の
施
設
の
見
学

や
四
季
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
観
劇
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

問
い
合
せ
先　

　

池
田
町
公
民
館　

℡
62
‐
２
０
５
８

■
第
57
回
東
海
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

開
催
日
：
８
月
23
日
か
ら
24
日

開
催
地
：
岐
阜
県
岐
阜
市

出
場
者
：
遠
藤
和
也
さ
ん
（
四
丁
目
）

種　

目
：
５
，
０
０
０
ｍ
Ｗ

結　

果
：
８
位

感
想
等
：
高
校
最
後
の
大
き
な
大
会
で

　

し
た
。
自
己
ベ
ス
ト
は
出
せ
な
か
っ

　

た
で
す
が
、
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き

　

て
よ
か
っ
た
で
す
。

■
大
北
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
大
会　

開
催
日
：
９
月
６
日

開
催
地
：
池
田
松
川
ア
ル
プ
ス
広
場

結　

果
：
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
小
学
１
年
女
子

　

１
位
（
大
会
新
）　

那
須
真
琴
さ
ん

◇
小
学
２
年
女
子

　

１
位
（
大
会
新
）　

遠
藤
咲
季
さ
ん

◇
小
学
３
・
４
年
男
子

　

１
位　

児
島
慶
亮
さ
ん

　

２
位　

遠
藤
大
祐
さ
ん

◇
小
学
３
・
４
年
女
子

　

２
位　

那
須
珠
乃
さ
ん

◇
小
学
５
・
６
年
男
子

　

１
位　

那
須
藍
斗
さ
ん

◇
一
般
男
子

　

１
位　

那
須
功
宜
さ
ん

■
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ

２
０
１
４
埼
玉
県
大
会　

空
手
道

開
催
日
：
９
月
20
日

開
催
地
：
埼
玉
県
立
武
道
館

出
場
者
：
竹
内
宗
彦
（
滝
南
）

種　

目
：
男
子
空
手
２
部

結　

果
：
４
回
戦
敗
退

感
想
等
：
入
賞
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

　

が
、
４
回
戦
の
相
手
は
本
年
度
の
優

　

勝
者
だ
っ
た
の
で
力
の
差
と
、
手
応

　

え
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
■
第
42
回
池
田
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

閉
幕

　

９
月
29
日
に
総
合
体
育
館
で
閉
幕
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
に
引
き
続

き
２
リ
ー
グ
制
に
よ
り
実
施
し
た
本
大

会
は
全
試
合
白
熱
し
た
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
各
リ
ー
グ
の
上
位
チ
ー
ム
は
次

の
と
お
り
で
す
。

Ａ
リ
ー
グ

　

優　

勝　

滝
沢　

　

準
優
勝　

内
鎌

　

第
三
位　

堀
の
内

Ｂ
リ
ー
グ

　

優　

勝　

千
本
木
台

　

準
優
勝　

東
町

　

第
三
位　

中
之
郷 　

総
合
体
育
館
よ
り

貴重な建物を見学する塾生

薪バスと記念撮影

見事優勝した滝沢チーム

広報いけだ 14



「Strong　

H
eart｣-

青
春
の
大
波
を
越
え
て-

を
テ
ー
マ
に
輝
い
た
２
日
間

　

好
天
の
中
９
月
26
・
27
日
の
２
日
間
、
第
38
回
高
瀬

祭
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
２

日
間
、
そ
の
瞬
間
、
そ
の
場
面
で
真
剣
に
聞
き
入
っ
た

り
、
発
表
し
た
り
、
活
動
し
た
り
し
て
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

い
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
姿
を
一
部
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

１
日
目
、
午
前
の
各
学
年
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の

発
表
で
は
、
１
年
生
１･

３
組
は
池
田
町
の
自
慢
で
き

る
こ
と
、
町
の
産
業
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
の
ポ
ス
タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
２
組
は
ａ
ｂ
ｎ
の
Ｃ
Ｍ
大
賞
に
応
募

す
る
Ｃ
Ｍ
の
発
表
を
、
２
年
生
は
職
場
体
験
学
習
に
向

け
た
黒
部
ダ
ム
見
学
と
夏
休
み
前
に
行
わ
れ
た
職
場
体

験
学
習
の
様
子
を
、

映
像
や
感
想
発
表
、

職
場
へ
の
お
礼
の

手
紙
紹
介
な
ど
を

通
し
て
発
表
し
ま

し
た
。
３
年
生
は

池
田
町
の
シ
ン
ボ

ル｢

オ
オ
カ
エ
デ

｣

に
ち
な
ん
で
メ
ー

プ
ル
タ
イ
ム
と
名

づ
け
た
講
座
別
学

習(

弓
道
／
ダ
ン
ス

／
太
鼓
／
郷
土
料
理
／
案
山
子
づ
く
り
／
絵
手
紙
／
陶

芸
／
サ
イ
エ
ン
ス)

で
行
っ
て
き
た
学
習
を
映
像
で
振

り
返
っ
た
り
、
実
演
、
発
表
、
展
示
等
の
形
態
で
表
現

し
た
り
し
ま
し
た
。
１
～
３
年
生
ま
で
、
す
べ
て
の
活

動
に
お
い
て
、
地
域
の
方
か
ら
の
支
援
を
い
た
だ
い
て

学
習
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
池

田
町
文
化
祭
に
も
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
方

へ
の
恩
返
し
も
少
し
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

午
後
の
体
育
祭
は
、
大
勢
の
皆
さ
ん
が
見
守
る
中
、

ク
ラ
ス
、
縦
割
り
ク
ラ
ス
で
の
競
技
に
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
練
習
で
は
、
大
縄
跳
び
が
連
続
し
て

な
か
な
か
跳
べ
ず
に
苦
労
し
て
い
た
ク
ラ
ス
が
、
い
き

な
り
16
回
も
続
け
て
跳
ぶ
こ
と
が
で
き
、
今
ま
で
の
記

録
を
ぐ
～
ん
と
伸
ば
す
姿
が
あ
っ
た
り
、
リ
レ
ー
で
他

学
年
か
ら
応
援
を
受
け
て
嬉
し
い
気
持
ち
を
走
り
に
つ

な
げ
た
り
す
る
な
ど
、
記
録
や
気
持
ち
の
中
で
の
伸
び

を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
竹

引
き
の
前
に
円
陣

を
組
む
と
き
、
３

年
生
が
１
年
生
を

誘
う
と
、
嬉
し
そ

う
に
輪
の
中
に
入

り
パ
ワ
ー
を
倍
増

さ
せ
て
競
技
に
向

か
う
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

２
日
目
の
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
最

高
の
歌
声
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
点
数
で

は
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
感
動
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

資
源
回
収
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

８
月
23
日
に
行
わ
れ
た

資
源
回
収
の
結
果
を
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
も
ア
ル
ミ
缶

が
５
万
円
分
ほ
ど
多
い
収

益
で
し
た
。
今
年
は
夏
休

み
明
け
に
変
更
し
ま
し
た

が
、
皆
様
の
ご
協
力
で
た

く
さ
ん
回
収
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
資
源
回
収
、
高
瀬
祭
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

高　瀬　中　学　校

■
町
民
球
技
大
会
開
催

　

10
月
13
日
の
体
育
の
日
に
町
民
球
技

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
台
風
の
接
近
に
よ
り
屋
外
種

目
の
野
球
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
の
３
種
目
は
中
止
と
な
り
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
の
２
種
目
を
行

い
ま
し
た
。

　

雨
の
降
る
中
で
し
た
が
、
選
手
も
応

援
に
来
た
方
も
親
睦
を
深
め
な
が
ら
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
で
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

各
種
目
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

林
中

　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　

三
丁
目

　

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク　

千
本
木
台

◇
卓
球　

三
丁
目

■
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
講
演
会
と

　

野
球
教
室
の
開
催

　

10
月
26
日
に
池
田
町
体
育
協
会
が
主

催
と
な
り
、
元
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
野

球
選
手
の
村
上
隆
行
さ
ん
（
福
岡
県
出

身
）
を
招
き
、
講
演
会
と
小
中
学
生
へ

野
球
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
行
っ
た
講
演
会
で
は
「
限

界
を
自
分
で
決
め
る
の
で
は
無
く
全
て

足
し
算
で
考
え
る
」
や
「
ミ
ス
し
た
事

も
こ
れ
か
ら
成
功
す
る
た
め
に
経
験
値

を
上
げ
た
ん
だ
と
プ
ラ
ス
に
考
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
進
ん
で
行
く
道
は
良
い
方

へ
と
向
か
う
！
」
と
村
上
さ
ん
自
身
の

経
験
を
交
え
な
が
ら
「
夢
を
あ
き
ら
め

ず
継
続
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
熱
く
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
の
野
球
教
室
で
は
、
小
中
学
生

30
名
余
り
が
参
加
し
、
攻
守
の
基
本
を

学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
真
剣
な
表
情
で
「
練
習
を
重
ね
、
村

上
さ
ん
の
よ
う
に
上
手
く
な
り
た
い
」

と
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

問
い
合
せ
先

　

総
合
体
育
館　

℡
62—

７
６
５
４

　

お
詫
び
と
訂
正

　
　

広
報
い
け
だ
11
月
号
に
掲
載
さ

　

れ
て
い
た
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま

　

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

第
25
回
池
田
町
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー　

　

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
大
会
結
果

　

（
誤
）
準
優
勝
：
内
鎌

　
　
　
　

第
３
位
：
鵜
山

　

（
正
）
準
優
勝
：
鵜
山

　
　
　
　

第
３
位
：
内
鎌

村上選手の指導を受ける子どもたち
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園児防災教室開催 みんなの文化祭開催

　10 月 17 日、北アルプス広域南部消防署で園児

防災教室が開催されました。

　池田町の保育園２園の園児 67 人が参加し、松川

村の女性消防団員による紙芝居や煙の充満した部屋

を通り抜ける煙体験、火災現場を大きな声で知らせ

る大声コンテストやホースと筒先を使った放水体験

を行いました。

　防火服を着てヘルメットをかぶった園児たちは

「この服重くて暑い」「ホースも重いよ」と言いな

がらも、一生懸命ホースを持ち上げ、力を合わせて

放水をしました。

　10 月 24 日から 26 日までの 3 日間、総合体育

館で池田町みんなの文化祭が開催されました。

　展示会場では絵画や写真、盆栽や華道、絵手紙な

どの力作が展示されました。また、出展団体による

小物づくりの体験教室も開催され、大勢の人でにぎ

わいました。

　25 日に行われた芸能祭では、和太鼓やピアノ、

コーラス、ダンスなどバラエティに富んだ演目が上

演されました。歌われる機会のなくなっていた「池

田小唄」を池田小唄保存会が披露し、観覧者は昭和

初期のにぎわいに想いをはせました。

第1回 信州池田ワイン祭り開催 防火ポスター

　10 月 26 日、クラフトパークで第１回信州池田

町ワイン祭りが開催されました。

　会場には県内外から約 500 人の参加者が訪れ、

秋晴れの空の下で北アルプスの展望と紅葉を楽し

み、炭火焼の黒豚を食べながら、町内でブドウ契約

栽培をしているメーカーのワインを味わいました。

　松本市から夫婦で参加したという女性は「どの

ワインも飲みやすくて、旨みがあってとてもおい

しい。来年もぜひ参加したいですね」と話してい

ました。

　11 月 4 日、北アルプス広域南部消防署で池田・

松川地区の小中学生を対象とした防火ポスターコン

クールの表彰式が開催されました。

　町内受賞者は次のとおりです。

小学生の部：銅賞  笹岡広翔さん（会染小 5 年）/

前多由衣花さん（会染小 6 年）　努力賞  大澤広青

さん（池小 5 年）/ 山﨑優衣さん（会染小 5 年）

中学生の部：金賞  矢口いづみさん（高瀬中 2 年）

銀賞  村山将一さん（高瀬中 2 年）

広報いけだ 16



人権啓発活動を実施 平和への願い   戦没者追悼式

　10 月 9 日、会染保育園で人権擁護委員協議会に

よる保育園児への人権啓発活動が行われました。

　絵本の読み聞かせや人権ＤＶＤの上映を通じて

「みんなと仲良くすること」、「命を大切にするこ

と」など、優しさと思いやりのある豊かな情操を育

むことを目的に行われました。

　人権イメージキャラクターの「人ＫＥＮまもるく

ん」、「人ＫＥＮあゆみちゃん」が登場すると、園

児たちは大喜び。一緒にダンスを踊ったり記念撮影

をしたりと楽しい時間を過ごしました。

　10 月 16 日、池田町公民館で平成 26 年度戦没者

追悼式が行われました。

　参加した 60 人余りの関係者の皆さんは、過去の

戦争で亡くなられた 403 人の方々に菊の花をささ

げて黙とうで冥福を祈るとともに、これからも平和

な社会を築くことを誓いました。

　勝山町長は「戦争という悲劇を繰り返さないため

にも、皆で力を合わせて核兵器のない平和な世界へ

の実現に取り組み、平和を愛し大切にする気持ちを

育む町政を推進していく」という決意を述べまし

た。

図書館まつり開催 防犯功労者として表彰

　10 月 11 日・12 日、池田町図書館で第 16 回図

書館まつりが開催されました。

　図書館前のあじさい広場で行われた「本のリサイ

クル広場」では、保存期限の切れた図書や雑誌、一

般家庭から持ち込まれた図書が並べられ、好みの本

を探したり懐かしい絵本を手に取ったりと、大勢の

人でにぎわいました。

　また、おはなし会や工作教室なども行われ、高瀬

中学校美術部の生徒が講師となった工作教室では、

小さな子どもたちが中学生に手伝ってもらいながら

工作を楽しみました。

　10 月 10 日、長野市ホクト文化ホールで開かれ

た防犯ボランティア地域交流会で、中山登志男さん

（半在家）が関東防犯協会連絡協議会の防犯功労者

として表彰され、このほど町長への受賞報告のため

来庁されました。

　中山さんは平成 17 年の青色防犯パトロール開始

当初からボランティア登録され、他の防犯ボラン

ティアと共に青色防犯パトロール車による町内の巡

回パトロール、イベント時の啓発や通学路の安全確

保など各種の防犯活動に積極的に取り組み、成果を

上げられています。 
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（
池
田
町
短
歌
同
好
会
選
）

池
田
に
も
高
瀬
を
渡
り
熊
来
た
り
学
童
の
列
付
添
も
い
て

菊
島　

進　

（
滝
の
台
）

夕
茜
耀
ふ
空
に
山や

ま
な
み脈

は
稜
線
著し

る

く
藍
に
連
な
る小

林　

栄
子
（
四
丁
目
）

唸
り
ゆ
く
耕
運
機
の
吾
が
後
を
二
羽
の
鴉
が
付
き
て
啄
む

斉
藤　

恵
子
（
滝　

沢
）

大
根
も
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
も
小
松
菜
も
夫
の
訪
れ
待
つ
が
に
生
い
ぬ

酒
井　

鈴
子
（
吾
妻
町
）

高
瀬
川
行
く
瀬せ

の
早
み
眺な

が

め
見
つ
そ
よ
ぐ
川
風
瀬せ

音
響ひ

び

け
り

田
中　

昭
夫
（
内　

鎌
）

腰
か
け
の
つ
も
り
の
パ
ー
ト
丸
十
年
働
ら
く
足
に
感
謝
の
日
々
な
り

中
沢
初
恵
（
十
日
市
場
）

口
ぐ
せ
に
「
終
わ
り
良
け
れ
ば
全
て
良
し
」
亡
き
夫
の
言
葉
そ
の
ま
ま
の
終
焉

中
山　

都
子
（
豊　

町
）

住
み
な
れ
し
古
屋
一
気
に
解
体
す
柱
に
亡ち

ち父
の
メ
モ
貼
り
て
あ
り

 
 

 
 

平
林　

一
郎
（
一
丁
目
）

傾
斜
ゆ
る
き
開
拓
の
村
と
ふ
牧
ヶ
原
霜
お
り
し
畑
に
数
多
菊
咲
く

 
 

 
 

平
林　

芳
子
（
一
丁
目
）

香
を
散
ら
す
か
き
ど
ほ
し
手
繰
れ
ば
糸
蜻
蛉
垣
根
の
間あ

い

を
つ
い
と
飛
び
た
つ

村
山
み
ち
子
（
三
丁
目
）

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
首
。
掲
載
順
は
氏
名
五
十
音
順

　
　
　
　
　
　

※
作
者
の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な

　
　
　
　
　
　
　

い
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

2 月号掲載短歌募集
　はがきに作品 1 点を記入し、12 

月末日までに投稿してください。対

象は町内在住の方のみです。作品に

は①地区名②氏名③電話番号④中学

生以下の方は学校名と学年を明記し

てください。投稿多数の場合は、選

者により選考（10 首以内）して掲

載します。なお、選者により語句の

訂正等をさせていただく場合があり

ますので、ご了承ください。

■あて先 〒 399-8696（住所不要）

  池田町役場総務課総務係

  ℡ 62-3131

農業経営管理能力向上研修会開催

　長野県農業再生協議会の無料研修

会が行われます。

●研修日時　12 月 11 日（木）/ 平

成 27 年 1 月 14 日（ 水 ）/2 月 18

日（水）の 3 日間　午前 10 時から

午後 3 時

●場所　松本市勤労者福祉センター

●対象者　認定農業者 / 集落営農組

織 / 農業法人

●研修内容　農業の法人化と運営・

管理 / 農業法人の税務 / 農業経営者

の労務管理と社会保険制度 / 農作業

事故のリスク回避と農業機械の利

用・管理 / 農業の 6 次産業化 / 農産

物のマーケティング

【申込・問】振興課農政係　℡ 62-

3127

改正パートタイム労働法
説明会開催

　パートタイム労働者の公正な待遇

を確保し、納得して働くことができ

るようにするため、平成 27 年 4 月

1 日からパートタイム労働法や施行

規則、労働指針が変わります。

　無料説明会を開催しますので、ご

参加ください。

●対象者　企業の人事労務担当者 /

労働者等

●日時・場所　11 月 26 日（水）ホク

ト文化ホール /11 月 28 日（金）佐久

勤労者福祉センター /12 月 2 日（火）

諏訪市文化センター /12 月 4 日（木）

伊那文化会館　4 日間とも午後 1 時

30 分から 4 時までです。

●内容　改正パートタイム労働法に

ついて / 期間雇用者の育児休業等

●その他　個別相談コーナーにおい

て個別相談も受け付けます。（時間

の制約上、全ての相談に対応できな

い場合もありますので、あらかじめ

ご了承ください）

【申込・問】長野労働局雇用均等室

℡ 026-227-0125

北アルプス広域連合
年末年始休業日のご案内

北アルプス広域葬祭場
●休業日　平成 26 年 12 月 31 日

（水）から平成 27 年 1 月 3 日（土）

●休業日の予約受付　電話での予約

受付は、動物を除き平常どおり行い

ます。動物の火葬については 1 月 4

日（日）から受け付けます。

●予約電話番号　21-4131

北アルプス平日夜間小児科
　　　　・内科急病センター

●休業日　平成 26 年 12 月 28 日

（日）～平成 27 年 1 月 4 日（日）

　休業期間中は電話での対応も行い

ません。当番医等での受診をお願い

します。

【問】北アルプス広域連合　総務課

総務係　℡ 22-6764

6

中山　蒼
あ お と

仁 　（隆博・舞／半在家）

玉田ひろか（伸宏・香代／十日市場）

秋山　実
み の り

莉 　（悦章・弥生／内鎌）

宮嶋けさ美 89 花　見

山本美壽壽 99 林　中

荻窪　二郎 73 桃の木神出

松澤　澄子 91 正　科

福田　澄雄 87 3 丁目

降旗　秀幸 69 5 丁目

矢口　美江 98 4 丁目

　(10 月受付分　敬称略 )
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「子どもの自己肯定感を高めるために」
公開講座のお知らせ

　長野県立こころの医療センター

駒ヶ根では、公開講座を開催します。

●日時　12 月 6 日（土）午後 1 時

30 分から 3 時

●場所　県松本合同庁舎

●講師　長野県立こころの医療セン

ター副院長　原田　謙　氏

●申込方法　「第４回公開講座受講

申し込み」として氏名・市町村名・

電話番号を明記のうえ、メールまた

はＦＡＸでお申し込みください。

●申込先　Ｅ - Ｍａｉｌ：kohokomabane@

pref-nagano-hosp.jp　FAX 0265-83-4158

【問】福祉課福祉係　℡ 61-5000

池田都市計画区域マスタープラン
変更案の縦覧について

　長野県では現在、池田都市計画区

域マスタープランの変更を検討して

います。この「池田都市計画区域の

整備、開発及び保全の方針（池田都

市計画区域マスタープラン）変更

案」に地域の皆さんのご意見を反映

させるため縦覧を行います。

　なお、縦覧とともに意見書を提出

することができます（様式任意）。

●縦覧期間　12 月 1 日（月）から

12 月 15 日（月）

●縦覧時間　土・日曜日を除く午前

８時 30 分から午後５時 15 分

●縦覧場所　池田町役場総務課 / 長

野県都市・まちづくり課 / 大町建設

事務所整備課 / 長野県ホームぺージ

【問】長野県建設部都市・まちづくり

課　℡ 026-235-7297/ 大町建設事務

所整備課　℡ 23-6534/ 池田町役場

総務課町づくり推進係　℡ 62-3131

大町蓮華スキークラブ
クラブ員募集のお知らせ

　大町蓮華スキークラブでは、未就

学児から小・中学生のクラブ員を募

集しています。

　爺が岳スキー場を拠点に、競技ス

キー（大回転、回転）の練習を行い、

各種大会に参加しています。また、

保護者の方々のスキーレッスンや親

睦会、スキー旅行なども行っていま

す。詳しくはお問い合せください。

【問】大町蓮華スキークラブ事務局

薄井　℡ 62-4165/090-7715-6007

衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査

　衆議院議員総選挙（小選挙区、比

例代表）と最高裁判所裁判官国民審

査の投票が行われます。

●選挙期日　12 月 14 日（日）

●告示日　12 月 2 日（火）

◇期日前投票について◇
・期間　衆議院議員総選挙：12月3日

（水）から12月13日（土）/国民審査：

12月7日（日）から12月13日（土）

・時間　午前8時30分から午後8時

・場所　役場2階中会議室

【問】池田町選挙管理委員会

　　（役場総務課内）℡ 62-3131

天災による国民年金保険料
免除制度について

　風水害等の災害で大きな被害を受

けたことにより、国民年金保険料の

納付が困難な場合、申請をして承認

されると、保険料の全額が免除され

る制度があります。

　震災・風水害・火災その他これら

に類する災害により、被保険者の所

有に係る住宅、家財、その他の財産

につき、被害金額がおおむね 2 分

の 1 以上の損害を受けたときが対

象となります。

　詳しくは年金事務所までお問い合

せください。

【問】松本年金事務所　℡ 0263-

32-5821

多重債務者無料相談会開催

　借金に関するトラブルで、ひとり

で悩んでいませんか。弁護士・司法

書士が無料で相談を受け付けます。

相談は予約制となりますので、まず

は予約のお電話をください。

●予約受付期間　11 月 25 日（火）か

ら 12 月 9 日（火）までの午前 10 時

から午後 5 時まで。※土日を除く。

●相談日時　12 月 10 日（水）

※時間は予約時に指定となります。

●会場　松本消費生活センター（松

本合同庁舎 4 階）

【予約・問】松本消費生活センター

℡ 0263-40-3660
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広告を掲載しませんか ?

掲載のお問い合わせは、広告代理店　有限会社

アイティーシナノ　℡ 62-9111 へどうぞ。
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

12月　7日（日）
内 安曇総合病院 62-3166
外 安曇総合病院 62-3166

12月14日（日）
内 近藤医院 62-9187
外 狩谷整形外科医院 22-7788

12月21日（日）
内 太田医院 62-1010
外 栗林医院 22-0305

12月23日（祝）
内 若林医院 62-2105
外 西森整形外科 61-1700

12月28日（日）
内 吉村医院 61-5666
外 石曽根医院 22-0142

12月30日（年末）
内 はーぶの里診療所 62-0210
外 市立大町総合病院 22-0415

12月31日（年末）
内 安曇総合病院 62-3166
外 安曇総合病院 62-3166

北アルプス平日夜間　小児科・内科救急センター
大町文化会館隣「フレンドプラザ大町」1Ｆ
毎週月～土19時～21時（12/28～1/4までは年末年始休業）

26-6199

内＝内科　外＝外科

診
療
時
間

■医　科　　午前９時　～　午後５時  
■歯　科　　午前９時　～　正午　（要事前連絡)
■薬　局　　午前９時　～　午後５時３０分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

12月　7日（日） 丸山歯科クリニック 62-0648
12月14日（日） 宮下歯科医院 22-0297
12月21日（日） 岡江歯科医院 62-9888
12月23日（祝） 砂田歯科医院 22-0648
12月28日（日） 竹内歯科医院 62-2151
12月29日（年末） 武田歯科医院 72-8060
12月30日（年末） 西澤歯科医院 22-5091
12月31日（年末） 佐藤歯科医院 23-3211

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

12月　7日（日）
キムラ薬局 62-5210
池田土屋薬局 61-5021
フロンティア薬局安曇野店 61-5500

12月14日（日）
内川薬局板取 62-9912
ナシダ薬局 62-6370

12月21日（日） 白樺薬局 62-0010
12月23日（祝） すみれ薬局 85-2061
12月28日（日） 松川とをしや薬局 61-1527
12月30日（年末） スヤマ薬局あいそめ 62-0208

12月31日（年末）
池田土屋薬局 61-5021
キムラ薬局 62-5210

■12月の主な行事
期　　日 行　事　名

12月　1日(月）
年末特別警戒　31日まで
年末の交通安全運動　31日まで

12月　2日(火） 池工　修学旅行　5日まで
12月　7日(日） 粗大ごみ回収日
12月21日(日） 全町清掃デー

■12月の納税等
住民税（第4期）　　　　　　【納期限12月25日】
国保税・後期高齢（第6期）　　【納期限12月25日】
※口座振替日も 12 月 25 日（木）です。前日までに残高の確認をお願いします。

■人の動き
11月1日現在　（　）内は前月比
●人口　10,357人（-15）　男 4,959人（-10） 女 5,398人（-5）
●世帯数　3,929帯（-6）

■休日の緊急当番医等　(当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください)

■上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

1 2 月 　6日（ 土 ） 日特工業（株） 22-5266
1 2 月 　7日（日） （株）ハイテム 0263-82-0271
12月13日（土） （株）水建 0263-86-3381
12月14日（日） （株）サンエス設備 0263-73-2008
12月20日（土） （有）マルイ設備工業 090-3343-0540
12月21日（日） （有）イシダ設備 0263-83-7300
12月23日（祝） （株）長澤設備工業 090-2411-9664
12月27日（土） （有）岡村設備工業 22-4885
12月28日（日） （株）鹿島総設 23-3698
12月29日（年末） （株）ジーシーアイ 22-3145
12月30日（年末） （有）コーヨー住宅設備 62-3529又は62-3118
12月31日（年末） ルピナ中部工業（株） 0263-32-5568

■各種相談窓口
相　談　内　容 開催場所(受付・問い合せ先） 開催日時

子育ての悩み相談　育てにくい子どもの相談
カウンセラー相談　児童虐待相談　DV相談 総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

子ども支援センター ℡ 61-5000 

月曜日～金曜日

午前8時30分
～

午後5時15分

幼児食・栄養・乳房マッサージ・血圧相談など 保健センター ℡ 61-5000 
高齢者総合相談

（介護・虐待・成年後見・その他）
地域包括センター ℡ 61-5000 
※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

障がい者への虐待相談
障がい者虐待防止センター ℡ 61-5000 
※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

身体・知的・精神の各障害や生活など
総合福祉センター(福祉係） ℡ 61-5000 

大北圏域障害者総合支援センター ℡ 26-3855 
こども教育相談室 教育会館 ℡ 61-1430 
消費生活トラブル相談

役場本庁舎　住民課生活環境係 ℡ 62-2203 
多重債務（借金）相談 毎週火・木曜日（要予約）
自殺予防　長野いのちの電話 社会福祉法人長野いのちの電話　　　℡ 0263-29-1414 午前11時～午後10時（年中無休）
精神保健福祉相談 大町保健福祉事務所　診察室（大町合同庁舎1階） ℡ 23-6529 12月18日(木)午後2時～5時
行政相談 池田町福祉会館　静養室2 ℡ 62-3131 12月17日(水)午前8時45分～正午

あすなろ会（自死遺族交流会） 長野市内
（長野県精神保健福祉センター） ℡ 026-227-1810 毎月第2土曜日

午後1時30分～3時30分

依存症家族グループミーティング
（ギャンブル・薬物・アルコール依存症の方）

長野県精神保健福祉センター ℡ 026-227-1810

毎月第2・4木曜日
午後1時30分～3時30分

依存症当事者グループミーティング
（ギャンブル・薬物・アルコール依存症の方）

毎月第1・3火曜日
午後1時30分～3時30分

青年期グループ
（高校生以上から39歳ぐらいまでの社会的な
活動の機会が少ない方）

毎月第2・4水曜日
午後2時30分～4時30分


